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お礼の言葉を述べる新山賢一さん

町文化賞、体育・スポーツ賞
　平成22年度町文化賞、体育・スポーツ賞授与式が２月19日、コミュニティセンター未来館で
行われ、文化やスポーツの分野で活躍した45人と９団体が受賞しました。
　式では、斗賀町長が受賞者に表彰状を手渡し、「今後もそれぞれの分野において、さらなる精
進活躍を期待します」と式辞を述べました。
　また、受賞者を代表して、体育・スポーツ功労賞を受賞した町野球協会審判部の新山賢一さん
が「受賞を機にこれからも誠心誠意努力をし、まい進していきます」とお礼の言葉を述べました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

●
文
化
賞

○
文
化
賞

・
山
本
セ
ツ
（
町
文
化
協
会
水
墨
画
）

・
市
川
正
子
（
同
）

・
沢
居
武
義
（
日
本
習
字
東
北
町
支
部
）

○
文
化
功
労
賞

・
大
坂
チ
ヱ
（
町
文
化
協
会
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

○
文
化
奨
励
賞

・
中
村
妙
子
（
日
本
習
字
乙
供
支
部
）

・
沼
山
ひ
か
り
（
同
）

・
澤
田
あ
か
り

（
三
沢
商
業
高　

吹
奏
楽
）

・
米
内
山
香
那
（
同
）

・
西
野
拓
真
（
同
）

・
久
田
真
梨
子
（
同
）

・
澤
口
世
玲
奈
（
同
）

・
沼
田
由
加
里
（
同
）

・
阿
部
華
佳
（
同
）

・
内
山
佑
佳
（
同
）

・
漆
畑
聖
香
（
同
）

・
野
田
安
貴
子
（
同
）

・
鶴
ケ
崎
瑞
希

（
三
沢
商
業
高　

ワ
ー
プ
ロ
）

・
川
畑
真
紀

（
三
本
木
農
業
高　

農
業
ク
ラ
ブ
）

・
鶴
ケ
崎
圭
介
（
同
）

・
沼
辺
誠
貴
（
同
）

・
沼
辺
龍
志
（
同
）

・
沼
尾
拳
人
（
同
）

・
鶴
ヶ
崎
祐
岐
（
同
）

○
功
労
賞

・
新
山
賢
一
（
町
野
球
協
会
審
判
部
）

・
蛯
名
壽
昭
（
同
）

○
特
別
賞

・
故　

甲
地
晴
彦
（
町
剣
道
協
会
）

○
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
小
原
徳
見
（
県
居
合
道
連
盟
）

・
伊
藤
彰
英
（
明
治
大　

ス
キ
ー
）

・
黒
川
遼
（
青
森
山
田
高　

駅
伝
）

・
鶴
ケ
崎
祐
岐

（
三
本
木
農
業
高　

ラ
グ
ビ
ー
）

・
附
田
修
宏

（
八
戸
工
大
一
高　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

●
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
乙
供
大
輔
（
同
）

・
清
水
目
亮
（
野
辺
地
高　

ス
キ
ー
）

○
優
秀
選
手
賞
（
個
人
）

・
岡
山
牧
夫

（
県
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
協
会
）

・
白
井
信
三
（
同
）

・
須
川
チ
ヱ
（
同
）

・
新
山
さ
つ
（
同
）

・
川
口
幹
雄
（
同
）

・
久
保
田
一
生
（
同
）

・
小
坂
真
弓（

三
沢
シ
ー
ハ
イ
ル　

ス
キ
ー
）

・
蛯
沢
裕
一
（
町
陸
上
競
技
協
会
）

・
沼
山
寿
憲
（
同
）

・
坂
本
司
（
町
水
泳
協
会
）

・
沢
尾
美
香
（
同
）

・
長
嶺
利
貴

（
三
本
木
農
業
高　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

・
山
中
洸
司

（
野
辺
地
高　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

・
沢
田
慎
悟
（
同
）

・
西
濱
大
貴
（
同
）

・
成
田
慶
（
三
沢
高　

陸
上
競
技
）

・
澤
田
悠
史
（
青
森
北
高　

柔
道
）

・
沼
山
な
な
み

（
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

・
蛯
沢
奎
（
光
星
学
院
高　

駅
伝
）

・
中
村
雅
人（八

戸
工
第
一
高　

剣
道
）

・
岡
山
蓮
（
八
戸
高　

ス
キ
ー
）

・
沼
村
有
佑
子（東

奥
義
塾
高　

卓
球
）
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受賞者に斗賀町長から賞状が手渡されました

文化やスポーツの分野で活躍した45人と９団体が受賞しました

○
優
秀
選
手
賞
（
団
体
）

◇
町
県
民
駅
伝
チ
ー
ム

　

・
小
坂
利
也
、
千
曳
健
二
、
久
保

田
一
生
、
竹
内
恒
幸
、
松
尾
雅

樹
、
甲
地
武
仁
、
小
坂
真
弓
、

小
林
祐
介
、
蛯
沢
奎
、
小
坂
恭

平
、
久
保
田
泰
知
、
榎
本
盟

◇
町
柔
道
協
会

　
・
浜
田
靖
信
、和
田
雄
二
、佐
藤
慶
、

天
間
明
彦
、
野
村
尚
人
、
鶴
ケ

崎
泰
幸
、
鶴
ケ
崎
平
一
郎
、
和

田
祐
人
、
森
川
卓
也
、
阿
部
治

◇
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　

・
蛯
名
誠
、
和
田
博
、
瀬
川
明
、

田
嶋
勝
則
、
蛯
名
俊
彦
、
和
賀

君
夫

◇
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
女
子
）

　

・
山
田
美
奈
子
、
新
山
亜
也
子
、

蛯
沢
志
美
、
川
崎
直
子
、
小
笠

原
佳
寿
美
、
和
賀
華
恵
、
宮
里

香
織
、
蛯
名
香
織
、
沼
山
瑞
季
、

甲
田
弘
子
、
沼
辺
陽
子
、
附
田

真
由
美
、
竹
内
美
帆
、
蛯
名
史

織
、
土
橋
唯
香

◇
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
家
庭
婦
人
）

　

・
沼
山
さ
よ
、
山
田
敦
子
、
久
保

田
利
子
、
下
斗
米
伊
久
子
、
松

山
里
美
、
髙
松
幸
、
甲
地
淳
子
、

甲
地
憲
子
、
鶴
ケ
﨑
寿
子
、
蛯

沢
郁
子
、
清
水
頭
愛
美
、
高
田

千
代
江
、
中
村
彩
子
、
野
田
頭

ひ
と
み

◇
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
男
子
）

　

・
山
本
卓
真
、
蛯
名
武
文
、
小
林

嘉
治
、
上
野
俊
、
鶴
ケ
崎
秋
義
、

佐
々
木
嘉
一

◇
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
乙
供
チ
ー
ム

　

・
中
山
昭
太
郎
、
蛯
名
七
之
助
、

市
川
操
、
野
田
頭
淑
枝
、
清
水

目
圭
子
、
小
林
ト
キ
、
蛯
名
リ

セ
、
瀬
川
ト
ミ

◇
す
み
れ
ん
ジ
ャ
ー
Ａ

（
フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル
）

　

・
長
久
保
幸
吉
、
木
村
潤
一
、
吹

越
政
義
、
蛯
名
未
来
男

◇
す
み
れ
ん
ジ
ャ
ー
Ｂ

（
フ
ァ
イ
ン
ボ
ー
ル
）

　

・
荒
木
武
美
、
李
沢
ト
キ
ヱ
、
工

藤
秀
子
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●
特
別
賞

故　

野
田
頭
徳
美

●
指
導
者
賞

　

川
原
朋
子

●
奨
励
賞

○
第
一
小

【
６
年
】

　

高
田
愛
佳

　

蛯
名
未
来

　

佐
々
木
莉
子

　

福
田
美
佐
子

　

米
内
山
裕
樹

【
５
年
】

　

佐
々
木
花
梨

　

瀬
川
櫻

　

沢
尾
麻
莉
亜

　

内
山
め
ぐ
み

　

稲
垣
黎

【
４
年
】

　

町
屋
愛
理
紗

　

町
屋
優
花

　

沢
尾
杏
菜

　

宮
里
海
斗

　

高
田
満
有

　

瀬
川
育
美

【
３
年
】

　

木
村
陽
南

　

立
崎
由
惟

　

蛯
名
賀
子

　

蛯
名
一
葉

○
上
北
小

【
６
年
】

　

蛯
名
俊
吉

　

和
田
美
悠

　

佐
々
木
彩

　

松
坂
友
香
子

　

蛯
名
真
優

　

柳
澤
未
羽

　

野
田
幸
世

　

町
屋
ひ
か
る

　

新
山
玲
海

　

山
田
昂
雅

　

蛯
名
風
日

　

川
村
廉

　

阿
部
洸
生

【
５
年
】

　

岡
山
源

　

沼
村
斉
弥

　

阿
部
ジ
ュ
ナ

　

山
﨑
宥

　

李
澤
慧
南

　

和
田
英
実
佳

　

小
川
奏

　

蛯
名
航
平

　

土
橋
翔
希

【
４
年
】

　

小
笠
原
拓
磨

　

野
田
拓
成

　

川
原
鈴
乃

　

沼
尾
月
乃

　

大
西
彩

　

米
内
山
元
貴

　

和
田
聡
輝

　

蛯
名
祐
太

　

野
村
国
見

　

佐
々
木
悠
樹

　

蛯
名
堅
翔

　

森
川
瑠
己

　

蛯
名
彩

　

杉
本
敬
愛

　

鶴
居
希
未
華

【
３
年
】

　

佐
藤
楓
隼

　

和
田
悠
子

　

蛯
名
り
り
か

　

蛯
名
優
絢

　

和
田
真
衣

【
２
年
】

　

和
田
陽
寛

　

大
西
恋
碧

　

千
葉
晟
登

　

蛯
名
美
希

　

蛯
名
喜
子

　

白
石
大

　

佐
々
木
美
音

　

大
平
啓
心

　

和
田
圭
尉

【
１
年
】

　

野
田
咲
桜

○
小
川
原
小

【
６
年
】

　

沼
澤
将
太

　

市
川
悠
太

　

吉
野
佳
吾

【
３
年
】

　

小
笠
原
凜

【
１
年
】

　

坂
本
眞
斗

○
甲
地
小

【
６
年
】

　

鶴
居
陸
斗

　

福
村
千
花

　

沼
田
一
哉

　

長
久
保
紗
紀

　

吹
越
由
季

　

鶴
ケ
崎
結
菜

　

鶴
ケ
崎
亜
紗
美

【
５
年
】

　

岡
山
杏
由
美

　

吹
越
清
陽

　

岡
山
聖
一

　

高
橋
桐
生

　

岡
山
莉
々

　

鶴
ケ
﨑
大
誠

　

濱
田
棋
平

　

沼
山
勇
馬

【
４
年
】

　

野
田
頭
龍
生

　

吹
越
由
梨

　

浜
田
照
英

【
３
年
】

　

木
津
純
陽

　

長
久
保
有
理
菜

　

沼
山
敬
愛

　

岡
山
日
向
子

　

沼
辺
裕
人

　

濱
田
健
太
郎

【
２
年
】

　

沼
田
鈴
蘭

町 教 育 委 員 会 表 彰
　平成22年度町教育委員会表彰授与式が２月27日、コミュニティセンター未来館で行われ、文
化やスポーツの分野で活躍した203人が受賞しました。
　式では、松山富雄教育長が「今後の更なる活躍に期待します」と式辞を述べ、受賞者に表彰状
を手渡しました。
　また、受賞者を代表して、東北中３年の乙供亜美さんが「お世話になった方への感謝の気持ち
を忘れず、勉強や部活動に一層励みます」とお礼の言葉を述べました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

受賞者に松山教育長から賞状が手渡されました
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○
蛯
沢
小

【
６
年
】

　

向
井
亜
美

　

服
部
藍

　

蛯
沢
向
日
葵

　

蓬
畑
実
紗

　

酒
田
佳
旺

　

二
ツ
森
朱

　

小
林
若
毅

　

常
盤
萌
々
華

　

久
保
田
和
佳

　

黒
川
卓

　

甲
地
尚
哉

　

下
浅
翔

　

向
井
佳
乃

　

松
山
一
途

【
５
年
】

　

甲
地
玲
奈

　

蛯
澤
孝
子

　

笹
倉
圭
介

　

松
尾
鴻
雅

　

野
田
頭
海

　

沼
辺
咲
樹

【
４
年
】

　

福
村
里
緒

　

小
又
菜
々
羽

　

岡
山
う
ら
ら

　

甲
地
優
花

　

服
部
裟
耶

　

久
保
田
琉
聖

　

新
堂
帆
乃
花

　

本
間
康
幸

　

鎌
本
羽
都
姫

　

和
田
凪
奈

　

長
久
保
滉
成

　

乙
供
怜

【
３
年
】

　

柴
崎
菜
々
海

【
２
年
】

　

久
保
田
瑠
衣

　

漆
戸
聡
那
華

　

洞
内
幸
咲

　

松
尾
真
奈
斗

　

小
又
ひ
か
る

【
１
年
】

　

柴
崎
湧
斗

　

鎌
本
圭
史
郎

○
千
曳
小

【
６
年
】

　

中
村
愛
梨

○
水
喰
小

【
６
年
】

　

野
田
頭
扶

【
５
年
】

　

野
田
頭
峻
也

【
４
年
】

　

神
谷
美
洸

　

小
原
温
敬

○
上
北
中

【
３
年
】

　

沼
村
拓
朗

　

沼
村
朋
弥

　

和
田
浩
太

　

坂
本
翔

　

笹
原
拓
人

　

沼
尾
亜
美

　

榊
翔
弥

　

市
川
琴
美

　

小
笠
原
ひ
か
り

　

野
田
志
織

　

高
田
潤
美

　

阿
部
優
貴
子

　

瀬
川
真
実
子

　

宮
里
彩
花

【
２
年
】

　

和
田
莉
佳

　

差
波
維

　

千
葉
裕
介

　

和
田
智
哉

　

蛯
名
為
帆

　

新
山
昌
鷹

　

町
屋
拓
巳

　

野
田
彩
葉

　

新
山
綾
華

【
１
年
】

　

井
上
侑
大

　

蛯
名
一
生

　

松
尾
智
樹

　

大
山
直
人

　

瀬
川
雅
泰

　

沼
山
裕
斗

　

小
笠
原
慶

　

小
笠
原
陵
雅

　

新
山
真
生

　

小
笠
原
桃
香

○
東
北
中

【
３
年
】

　

乙
供
亜
美

　

常
盤
祐
美
奈

　

向
井
陸
斗

　

松
山
淳

　

伊
藤
彰
斗

　

大
杉
翼

　

久
保
田
雅
貴

　

上
崎
知
比
路

　

蛯
沢
愛
梨

　

沼
村
桃
花

　

洞
内
晃
喜

　

瀬
川
奈
那

　

向
井
翔
人

　

大
丸
陽
平

　

川
口
侑
華

　

中
村
翔
子

【
２
年
】

　

久
保
玲
奈

　

蓬
畑
優
華

　

漆
戸
雛

　

吹
越
清
優

　

久
保
田
法
教

　

岩
清
水
慶
多

【
１
年
】

　

川
村
碧
月

　

沼
辺
美
桜

　

野
田
頭
拓
哉

中学生57人が奨励賞を受賞

受賞者を代表してお礼の言葉を述べる

東北中３年の乙供亜美さん

文化やスポーツで活躍した203人が表彰を受けました
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伝
統
の
舞
、
勇
壮
に

郷
土
芸
能
発
表
会大人たちに交じってリズミカルに手平がねの音色を

響かせる水喰神楽保存会の松山洸希君（左）

　

第
５
回
町
郷
土
芸
能
発
表
会
が
２
月
20
日
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来
館
で
開
か
れ
、
五
穀
豊

穣
や
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

発
表
会
で
は
、
町
内
６
つ
の
神
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
が
、
太
鼓
や
笛
、
手
平
が
ね
の
拍
子
に
合
わ
せ
て

勇
壮
に
舞
い
、
詰
め
掛
け
た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

息ぴったりにアクロバティックな小獅
子舞を披露する八幡神楽保存会の向井
勝一さんと町屋辰則さん
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権現舞を披露する水喰神楽保存会の　　　
松山俊一さん、松山和哉さん、大杉樹さん

鳥舞を舞う保戸沢神楽保存会の
長久保博さんと山田大樹さん　

小川原神楽連中保存会の田浦美里さんと小笠原
佳寿美さんは五穀豊穣を願う稲刈舞を披露　　

激しい動きの三番叟で観衆を魅了する　　　　
鶴ケ崎神楽の鶴ケ崎慎一さんと鶴ケ崎善貴さん

観衆の無病息災を願い権現舞を舞う甲地神楽保存会の
吹越太一さんと吹越匡貴さん　　　　　　　　　　　

能面をかぶり見えを切る小川原神楽連中保存会の
小笠原勝紀さん　　　　　　　　　　　　　　　
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― 蛯沢香菜子さんプロフィル ―

　手踊りが好きだった母、大石ゆき子さ

ん（千曳）の勧めで、５歳から「石川流

二代目石川久美子社中」で手踊りを習う。

　小学４年生から毎年、手踊名人決定戦

の本選へ出場。６年生では子供の部で優

勝を果たす。

　昨年10月の民謡民舞全国大会では、団

体の部で内閣総理大臣賞に輝いている。

手踊りを勧めた母の大石ゆき子さん（右）
と一緒に笑顔を見せる蛯沢香菜子さん

名人位の喜びを分かち合う師匠の石川久美子さん（中）
と総師範の石川直子さん（左）　

〝
十
八
番
〞
津
軽
三
下
り
で
手
踊
り
の
頂
点

蛯
沢
香
菜
子
さ
ん
手
踊
名
人
位

　

２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
９

回
県
民
謡
グ
ラ
ン
プ
リ
・
第
41
回
手

踊
名
人
決
定
戦
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
放
送
主

催
）」
に
お
い
て
、
蛯
沢
香
菜
子
さ

ん
（
表
町
）
が
東
北
町
初
の
「
手
踊

名
人
位
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
決
定
戦
は
、
津
軽
民
謡
と
南
部

民
謡
の
手
踊
り
が
一
緒
に
競
う
日
本

唯
一
の
大
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
６
人
ず
つ
だ
け
が
本
戦

へ
出
場
で
き
、
そ
の
最
高
位
で
あ
る

「
名
人
位
」
は
手
踊
り
を
志
す
人
た

ち
に
と
っ
て
最
高
の
栄
誉
で
す
。

　

蛯
沢
さ
ん
は
週
１
回
、
石
川
流
二

代
目
石
川
久
美
子
社
中
の
稽
古
場
が

あ
る
青
森
市
に
通
っ
て
練
習
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
は
惜
し
く
も
「
準
名

人
位
」と
涙
を
飲
ん
で
い
た
だ
け
に
、

今
年
は
大
会
前
の
２
週
間
、
毎
日
稽

古
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
で
披
露
し
た
の
は
、

津
軽
手
踊
り
の
中
で
最
も
難
し
い
と

さ
れ
る
「
津
軽
三
下
り
」
で
、
蛯
沢

さ
ん
に
と
っ
て
は
幼
い
頃
か
ら
踊
り

続
け
て
き
た
“
十
八
番
”。「
津
軽
三

下
り
を
極
め
る
た
め
、
舞
い
の
強
弱

や
“
キ
レ
”
を
意
識
し
ま
し
た
」
と
、

20
年
余
り
続
け
て
き
た
手
踊
り
の
集

大
成
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
「
全
力
を
出
し
切
っ
た
」
と
自
分

の
演
舞
に
手
ご
た
え
は
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
名
人
位
と
し
て
名
前
を
呼

ば
れ
た
時
に
は
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢

が
叶
っ
た
喜
び
か
ら
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
「
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
謝

を
表
し
た
蛯
沢
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
は

手
踊
名
人
位
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
招
待
さ
れ
る
ほ
か
、
来
年

の
同
大
会
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
名
人

位
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
ま

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
後
輩
た
ち
へ

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
。

ま
た
「
こ
れ
を
機
に
東
北
町
で
も
手

踊
り
を
す
る
人
が
増
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
」
話
し
て
い
ま
し
た
。
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福祉活動の貢献者が表彰を受けました

力強くきねを振るう子どもたち

シュートを放つ上北中バスケ部主将の土橋拓弥選手（№４）

ボール運びリレーに汗を流す参加者たち

福
祉
活
動
貢
献
者
を
表
彰

町
社
会
福
祉
大
会

　

第
３
回
町
社
会
福
祉
大
会
が
２
月

17
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

未
来
館
で
開
か
れ
、
参
加
し
た
約

２
５
０
人
の
関
係
者
が
、
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
水
喰
保
育
園
の
園
児
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
幕
開
け
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
松
本
祐
次
郎

会
長
職
務
代
理
者
ら
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
福
祉
活
動
に
貢
献
の
あ
っ
た

22
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
被
表
彰
者
代
表

の
榎
本
興
悦
さ
ん
が
「
今
後
も
社
会

福
祉
や
地
域
福
祉
活
動
に
努
め
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

収
穫
の
喜
び
味
わ
う

上
北
小
紫
黒
米
餅
つ
き
会

　

上
北
小
学
校
（
山
田
春
雄
校
長
）

は
２
月
18
日
、
紫
黒
米
餅
つ
き
会
を

開
き
、
５
年
生
62
人
が
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
昨
年
５
月
の
田
植

え
や
10
月
の
収
穫
な
ど
で
協
力
を
し

て
も
ら
っ
た
八
甲
田
黒
米
栽
培
研
究

所
の
皆
さ
ん
ら
の
手
助
け
を
得
な
が

ら
力
強
く
き
ね
を
振
る
い
、
つ
き
た

て
の
餅
は
あ
ん
こ
を
つ
け
て
味
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
紫
黒
米
の
研
究
発
表
会
も

行
わ
れ
、
班
ご
と
に
栽
培
体
験
記
録

や
栄
養
素
、
歴
史
な
ど
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
。

男
子
上
北
中
連
覇
郡

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

　

第
29
回
上
北
郡
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
19
日
、
20
日

の
両
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
出
場
し
た
男
子
４
チ
ー

ム
、
女
子
９
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
、
男
子
に
上
北
中
、

女
子
に
上
北
中
と
東
北
中
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
東
北
中
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
女
子
主
将
の
田
中
希
実

さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
男
子
は
上

北
中
が
全
３
試
合
で
圧
勝
し
、
み
ご

と
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

乙
供
婦
人
会
が
栄
冠

婦
人
室
内
運
動
会

　

第
５
回
婦
人
室
内
運
動
会
が
２
月

26
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
参
加
し
た
町
連
合
婦
人
会

の
会
員
約
１
０
０
人
が
５
種
目
の
競

技
に
汗
を
流
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
町
内
12
の
婦
人
会
が

８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル
運
び

リ
レ
ー
や
輪
投
げ
、
借
り
物
競
争
な

ど
の
競
技
で
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展

開
し
、
冬
期
間
の
運
動
不
足
を
解
消

し
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
乙
供
婦
人
会
②
甲
地
婦
人
会

③
内
蛯
沢
・
外
蛯
沢
婦
人
会
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協定書に署名、調印する家族

締結者を代表して抱負を述べる萠出司さん

優勝した「ぎりっぎりガールズ」

角巻を身に付け湖畔を散策するツアー参加者

　

平
成
22
年
度
家
族
経
営
協
定
合
同

調
印
式
が
２
月
23
日
、
青
森
原
燃
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

協
定
は
労
働
報
酬
や
労
働
時
間
な

ど
、
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
を
取
り
交

わ
す
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
に
や

り
が
い
を
持
た
せ
る
狙
い
が
あ
り
、

今
年
は
町
内
３
世
帯
が
新
規
協
定

を
、１
世
帯
が
見
直
し
協
定
を
締
結
。

ま
た
既
に
昨
年
６
月
に
協
定
を
締
結

し
た
２
世
帯
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
農
業
委
員
会
の
久
保

田
武
会
長
が
「
魅
力
あ
る
農
業
経
営

10
チ
ー
ム
が
熱
戦

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　

第
５
回
町
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
27
日
、
北

総
合
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
出
場
選
手
が
優

勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

冬
の
間
の
運
動
不
足
解
消
と
健
康

増
進
の
た
め
に
開
催
し
た
同
大
会
に

は
、
町
内
会
や
職
場
の
メ
ン
バ
ー
、

仲
間
同
士
で
結
成
し
た
10
チ
ー
ム
が

参
加
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が

ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
ぎ
り
っ
ぎ
り
ガ
ー
ル
ズ
②
は
や
て

③
は
や
ぶ
さ

角
巻
姿
で
湖
畔
を
散
策

湖
畔
角
巻
姿
体
験
ツ
ア
ー

　

お
が
わ
ら
湖
温
泉
旅
館
組
合
（
沢

田
襛
組
合
長
）
は
、
角
巻
姿
で
冬
の

湖
畔
散
策
や
温
泉
入
浴
な
ど
を
楽
し

む
「
小
川
原
湖
畔
角
巻
姿
体
験
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
県
内
観
光
事
業
者
ら
で

つ
く
る
「
あ
お
も
り
角
巻
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
の
連
携
事
業
で
、
３
月

３
日
に
は
青
森
市
か
ら
の
ツ
ア
ー
客

14
人
が
参
加
。
昔
懐
か
し
い
角
巻
を

身
に
付
け
て
、
冬
の
湖
や
玉
代
・
勝

世
姫
像
を
見
学
し
た
後
、
温
泉
に
入

浴
し
、
ワ
カ
サ
ギ
料
理
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
小
川
原
湖
定
食
」
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。

夢
と
ゆ
と
り
の
あ
る
農
業
経
営
を
目
指
し
て

家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式

の
た
め
に
家
族
の
絆
を
よ
り
深
め
、

農
業
の
無
限
の
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
久
保
田
会
長
と
上
北
地

域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
普
及
振

興
室
の
外
川
真
稔
室
長
の
立
会
い
の

下
、
１
家
族
ず
つ
協
定
書
に
署
名
、

調
印
し
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
者
を
代
表
し
て
、
萠
出

司
さ
ん（
萠
出
）が「
調
印
式
を
機
に
、

家
族
の
絆
を
大
切
に
し
、
夢
と
ゆ
と

り
の
あ
る
農
産
物
生
産
に
努
め
て
い

き
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
調
印
式
の
前
に
は
、
農
業
者

年
金
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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行儀よく抹茶をいただく園児たち

日本語で自己紹介する中国農業実習生

オリジナルメニュー16品の試食会

小川原小児童が制作したシジミアート

ひ
な
壇
前
で
お
点
前
披
露

第
二
保
育
園
お
茶
会

　

第
二
保
育
園
（
田
嶋
悟
園
長
）
は

３
月
３
日
、
ひ
な
ま
つ
り
を
兼
ね
た

お
茶
会
を
開
き
、
年
長
園
児
26
人
が

自
作
の
茶
碗
を
使
っ
て
茶
道
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

ひ
な
壇
の
前
に
行
儀
よ
く
正
座
し

た
園
児
た
ち
は
、
裏
千
家
青
森
支
部

十
和
田
分
会
の
会
員
４
人
か
ら
、
お

辞
儀
の
仕
方
や
和
菓
子
の
食
べ
方
な

ど
茶
道
の
礼
儀
作
法
を
学
び
、
お
点

前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

甘
い
桜
餅
の
後
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦

い
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
園
児
た
ち

は
、
お
茶
の
先
生
に
感
謝
を
込
め
て

「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
歌
い
ま
し
た
。

東
北
町
の
皆
さ
ん
ニ
ー
ハ
オ

中
国
農
業
実
習
生
歓
迎
会

　

ゆ
う
き
青
森
農
協
（
大
関
政
敏
組

合
長
）
は
３
月
10
日
、
同
農
協
本
所

で
中
国
農
業
実
習
生
歓
迎
会
を
開

き
、
24
人
の
実
習
生
と
17
の
受
け
入

れ
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
実
習
の
成
功

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
実
習
生
一
人
一
人

が
日
本
語
で
自
己
紹
介
。
続
い
て
、

実
習
生
団
長
の
涂
秋
蘭
（
と
・
し
ゅ

う
ら
ん
）
さ
ん
が
「
仕
事
面
で
も
生

活
面
で
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

実
習
生
た
ち
は
、
11
月
ま
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
働
き
、
農
業
技

術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
宝
湖
（
た
か
ら
こ
）
活
性

化
協
議
会
が
３
月
４
日
、
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
小
川
原
湖
の
水
資

源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
、
昨
年
６
月
に
湖
周
辺
の

市
町
村
の
農
協
や
商
工
会
関
係
者
ら

で
設
立
。
平
成
22
年
度
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
、
魚
介
類
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
お
が

わ
ら
湖
美
味
満
彩
祭
り
」
の
開
催
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
協
議
会
で
は
、
新
年
度

の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し

た
商
品
開
発
と
、
商
品
化
し
た
料
理

小
川
原
小
児
童
制
作
の
シ
ジ
ミ
ア
ー
ト
披
露

宝
湖
（
た
か
ら
こ
）
活
性
化
協
議
会

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
飲
食
店
を

掲
載
し
た
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
会
員
が
考
案
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
会
が
開
か

れ
、
関
係
者
が
シ
ジ
ミ
の
リ
ゾ
ッ
ト

や
生
シ
ラ
ウ
オ
丼
な
ど
16
品
目
の
味

を
確
か
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
原
小
学
校
の
６
年
生

11
人
が
シ
ジ
ミ
の
貝
殻
を
使
い
、
３

カ
月
ほ
ど
か
け
て
制
作
し
た
シ
ジ
ミ

ア
ー
ト
「
語
り
つ
ご
う
小
川
原
湖
伝

説
」
を
披
露
。
子
供
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
満
載
の
力
作
に
、
出
席
者
か
ら
感

嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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ガソリンスタンド前には給油を求める車の長い列

断水のあった地域で行われた給水作業

大勢の町民から物資が集まりました

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
に
発

生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
）」
で
は
、
東
北
町

で
「
震
度
５
強
」
を
観
測
。
停
電
や

断
水
な
ど
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、同
日
午
後
３
時
30
分
に
、

斗
賀
町
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対

策
本
部
を
設
置
。
被
害
状
況
の
収
集

や
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
共
施
設
の
被
害
は
、
ふ

れ
あ
い
ド
ー
ム
上
北
と
東
北
中
学

校
、中
央
公
民
館
で
ガ
ラ
ス
の
破
損
、

被
災
地
へ
善
意
送
る

支
援
物
資
を
受
付

　

町
で
は
３
月
25
日
か
ら
３
日
間
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
本
所
と
上
北

支
所
で
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ

の
支
援
物
資
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
大
勢
の
町
民
や
事
業
所

の
方
が
生
活
・
衛
生
用
品
や
衣
類
、

食
料
品
な
ど
を
持
参
。
町
民
生
委
員

ら
が
仕
分
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
30
日
に
は
出
発
式
が
行
わ

れ
、
斗
賀
町
長
ら
が
コ
メ
や
段
ボ
ー

ル
箱
２
０
０
個
余
り
の
物
資
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

物
資
は
地
方
自
治
体
の
搬
入
先
で

あ
る
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
搬

送
さ
れ
、
そ
の
後
避
難
所
な
ど
へ
届

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

停
電
、
断
水
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足

東
日
本
大
震
災

上
北
中
学
校
で
空
気
清
浄
機
の
損
傷

が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
道
１
５
６
号
線
の
川
去
川
付
近

（
大
浦
）
で
は
道
路
が
陥
没
し
た
た

め
一
時
通
行
止
め
に
な
っ
た
ほ
か
、

青
森
銀
行
乙
供
支
店
近
く
の
中
乙
供

橋
で
亀
裂
が
確
認
さ
れ
た
た
め
通
行

止
め
に
。
ま
た
、花
切
橋
（
花
向
町
）

付
近
の
水
道
管
で
漏
水
す
る
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
震
直
後
か
ら
町
内
全
域
が
丸
一

日
以
上
停
電
。
そ
の
影
響
か
ら
町
内

各
地
で
断
水
と
な
り
、
３
月
12
日
と

13
日
の
両
日
、
町
の
給
水
車
２
台
に

よ
る
給
水
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な

ど
災
害
時
要
援
護
者
へ
、
飲
料
水
と

毛
布
の
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

津
波
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
漁
師
さ
ん
に
よ
る
と
「
小
川

原
湖
の
水
位
が
一
時
30
㌢
ほ
ど
上
昇

し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、

カ
ッ
プ
麺
や
パ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

オ
ー
タ
ー
な
ど
の
飲
食
料
品
や
、
乾

電
池
な
ど
と
い
っ
た
非
常
用
の
物
品

を
買
い
求
め
る
人
が
殺
到
。
次
々
に

陳
列
ケ
ー
ス
か
ら
商
品
が
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
へ
の
物
流
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ
り
石
油
製
品

の
供
給
不
足
が
深
刻
化
。
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
給
油
を
求
め
る
車
が
列

を
な
し
町
内
各
地
で
渋
滞
が
発
生
し

た
ほ
か
、
町
民
バ
ス
は
３
月
17
日
か

ら
２
週
間
余
り
運
休
。
十
和
田
観
光

電
鉄
の
路
線
バ
ス
も
大
幅
な
減
便
や

運
休
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
い
森
鉄
道
も
地
震
後
に
運
休
と

な
り
ま
し
た
が
、
３
月
16
日
か
ら
八

戸

－

青
森
間
の
運
行
が
復
旧
と
な
り

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
中
止
・
延
期

も
相
次
ぎ
、
13
日
の
「
文
化
協
会
舞

台
部
門
芸
能
発
表
会
」
な
ど
が
実
施

を
取
り
止
め
ま
し
た
。
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赤川にサケの稚魚を放流する園児たち

善
意
あ
り
が
と
う

東日本大震災の災害復興に義援金を
日本赤十字社

●口座振込　○ゆうちょ銀行…№00140-8-507　日本赤十字社 東北関東大震災義援金
　　　　　　○町内金融機関…各支店に設置されている義援金専用振込用紙を使用
●現金受付　○役場本庁舎および分庁舎の福祉課窓口
●問 合 せ　○役場福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

中央共同募金会・青森県共同募金会
●現金受付　○東北町社会福祉協議会本所（℡0175-63-2727）
　　　　　　○東北町社会福祉協議会上北支所（℡0176-56-5552）
●口座振込　○青森銀行 新町支店　普通預金 №617994
　　　　　　　（福）青森県共同募金会 災害たすけあい口
　　　　　　○ゆうちょ銀行　郵便振替口座　№02310-3-4753
　　　　　　　（福）青森県共同募金会　〔通信欄に「義援金」と記入〕
　　　　　　○その他の金融機関についてはお問い合わせください。
●問 合 せ　○青森県共同募金会　℡017-722-2169

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね

園
児
が
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

　

東
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
原
田

憲
一
会
長
）
は
３
月
24
日
、
乙
供
橋

近
く
の
赤
川
へ
サ
ケ
の
稚
魚
約
３
千

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
自
然
や
環
境
保
護

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
４

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
こ
の
放
流
に

は
、
東
北
地
区
５
保
育
園
の
卒
園
児

58
人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
奥
入
瀬
川
鮭
鱒
増

殖
漁
協
の
職
員
か
ら
５
㌢
ほ
ど
の
稚

魚
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
も
ら
う
と

「
元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
」
な
ど
と

声
を
掛
け
な
が
ら
放
流
し
、
川
を

下
っ
て
い
く
稚
魚
を
笑
顔
で
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

◆
高
橋
薬
局
（
南
町
）
は
２
月
10

日
、
学
校
教
育
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
町
奨
学
基
金
に

14
万
４
０
０
０
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。

◆
け
ん
し
ん
よ
う
わ
か
さ
ぎ
会
（
和

田
竹
千
代
会
長
）
は
２
月
23
日
、

地
域
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
、
会
員
か
ら
募
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
６
万
円
を
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

◆
北
守
末
人
さ
ん
（
千
曳
）
は
３
月

11
日
、
地
域
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
10
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

◆
東
北
町
商
工
会
女
性
部
（
中
美
久

里
子
部
長
）
は
３
月
18
日
、
学
校

教
育
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

町
奨
学
基
金
に
３
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。

◆
松
本
祐
次
郎
さ
ん
（
南
町
）
は
３

月
23
日
、
地
域
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
４
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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　食生活改善推進員は、食生活や健康の問題を
人に教える先生ではありません。
　共に勉強して近所の皆さんと健康づくりのた
めの世話役、案内役として、元気で活力のある
健康な町づくりの推進力となってくれる人で
す。
　今年の９月から町で開催する「食生活改善推
進員養成教室」の講座を４日間受講し、修了証
を受け、東北町食生活改善推進員会に入会して
ボランティア活動が始まります。
　「食べることは健康のもと」それは正しい食
事によって得られます。
　「おいしく楽しい食事」それは主婦の手の内
にあります。
　これから始まる食生活改善推進員養成教室へ
の参加をお待ちしています。

６．子供の食育事業協力

　　平成22年度は、40回にわたって行われた
「おいしくぱくぱく教室」、「ヘルシーっ子教
室」、「楽しい料理教室」、「小学生クッキング」、

「ジュニアクッキング」で、1,036人の子供た
ちにクッキング指導をしています。

あなたも食生活改善推進員に！

事 業 名 対　　象　　者 実 施 日 受付時間 実施場所

乳児健診

３
～
４
カ
月

・３～４カ月児(小児科診察・ＢＣＧ）
　（平成22年11月17日～
　　　　　平成22年12月14日生まれ）
＊対象者には個別通知します

４月11日（月）

12：45 ～
13：00

七 戸 病 院
健 康 管 理
セ ン タ ー
（小児科診察、Ｂ
ＣＧと股関節脱
臼検査の日程が
別日になります）

・３～４カ月児(小児科診察・ＢＣＧ）
　（平成22年12月15日～
　　　　　　平成23年1月5日生まれ）
＊対象者には個別通知します

４月25日（月）

・３～４か月児(小児科診察・ＢＣＧ）
　（平成23年1月6日～
　　　　　平成23年1月19日生まれ）
＊対象者には個別通知します

５月９日（月）

・股関節脱臼検査
　（平成22年11月17日～
　　　　　平成23年１月５日生まれ）
＊対象者には個別通知します

４月19日（火）
12：00 ～

12：15

・６カ月児
　（平成22年９月（上北地区のみ）、10月生まれ）

４月13日（水）
９：30 ～

９：45
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

幼児健診
・１歳児健診
　(平成22年３月（上北地区のみ）、４月生まれ)

４月13日（水）
12：45 ～

13：00
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・３歳児健診
　(平成19年９月生まれ)

５月16日（月）
12：30 ～

12：45
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ほがらか
教室

・40歳以上で自分または家族の協力で会場
まで来られる方

・初めて参加する方は保健師までご連絡く
ださい。

４月21日（木）
５月13日（金）

９：30 ～
12：00

上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

４月20日（水）
５月12日（木）

９：30 ～
12：00

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ポテトクラブ
（精神障害者
の集い）

・心の病気を治療中で社会復帰を目指して
いる方および家族の方（初めて参加する
方は申請書等の提出が必要ですので保健
師までご連絡ください。）

４月20日（水）
５月12日（木）

10：00 ～
12：00

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

つつじ作業所 毎週
月、水、木、金

10：00 ～
15：00

中 央 公 民 館

所内健康相談 ・町民

毎週水曜日
９：00 ～

15：00

上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

毎週
火、木曜日

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

乳幼児健診・予防接種等を受ける際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。

子供たちが料理に挑戦「小学生クッキング」
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町民の健康づくりの担い手
― 東北町ヘルスメイト ―

　新入生、新入社員等などスタートの４月を迎
えましたが、かつて私たちが経験したことのな
い東日本大震災や福島第一原発事故、さらに
は世界的な金融・経済危機など目に余る暗い
ニュースが続いています。
　このような時こそ、生活者の目線で支援でき
るボランティアの体制を整え進めていくことが
求められます。
　さて、わが町の食生活改善推進員のボラン
ティア活動も20年余りとなり、長い人生経験の
中で得た生活の知恵や、人との交わり、良い食
習慣、良い生活習慣の定着化に貢献しているヘ
ルスメイトの活動は、町民の健康づくりの担い
手として不可欠なパワーとなっています。

食生活推進員ってどんな人なの？

　まず“自らの健康づくり”のための食生活・
運動・休養について学習し、それを日常生活の
中に定着させます。
　そして、自分が知り得た技術や知識を伝える、
社会にも認められたボランティア活動をする人
たち（別称ヘルスメイト）で、東北町では現在
80人が活動しています

食生活推進員はどんな活動をしてるの？

１．ヘルスメイト学習会

　　食生活改善について調理実習、講義を受け、
地域の講習会で伝達しています。

　　昨年度は９回開催し、延べ259人が参加し
ています。

２．おいしく健康講習会の開催

　　地域住民に正しい食生活の普及を図るとと
もに、食を通じた地域の交流を深めています。

　　昨年度は、29地区で433人の参加者があり
ました。

３．すこやか栄養教室の開催

　　高齢者が住み慣れた地域で支え合いなが
ら、健康で元気に暮らせるよう、正しい食生
活の普及を図っています。

　　昨年度は、26地区で406人の参加者があり
ました。

４．肥満予防普及啓発事業

　　オペレッタ「森のスーパーマーケット」を
入学おめでとう大会で上演し、新１年生158人
へ、肥満予防や食事の大切さを啓発しました。

５．健康まつりで町の特産品メニューの試食・

実演

　　長いもすいとんをはじめ、町特産物を使っ
たヘルシーメニューの紹介をしました。

こんにちは栄養士です
町保健衛生課

蛯　名　和　子

29 地区でおいしく健康講習会を開催

子供たちに食育の演劇を披露
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町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
（
　
）
は
前
職

◎
総
務
課

◆
総
括
主
任
運
転
技
能
員
〔
昇
格
〕

－

蛯
沢
洋
明
（
総
務
課
主
任
運
転
技

能
員
）
◆
主
事
補
〔
新
採
用
〕

－

沼

山
実
鈴

◎
財
政
課

◆
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

米
内
山

嘉
一
（
財
政
課
課
長
）
◆
工
事
検
査

室
室
長

－

澤
田
茂
（
中
央
公
民
館
課

長
補
佐
）
◆
主
査

－

駒
井
伸
崇
（
建

設
課
主
査
）

◎
企
画
課

◆
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

瀬
川
武

春
（
農
林
水
産
課
課
長
）
◆
主
任
主

査
〔
昇
格
〕

－

佐
藤
智
宏
（
企
画
課

主
査
）
◆
主
事
〔
新
採
用
〕

－
柿
﨑

裕
介
◆
主
事
〔
新
採
用
〕

－

小
笠
原

孝
潤

◎
建
設
課

◆
課
長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

沼
山
教
一

（
建
設
課
総
括
主
幹
）
◆
総
括
主
幹

－
竹
内
由
紀
子（
町
民
課
総
括
主
幹
）

◆
総
括
主
幹

－

新
山
真
（
福
祉
課
総

括
主
幹
）
◆
主
任
主
査

－

野
田
武
儀

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査
）
◆

主
任
主
査〔
昇
格
〕

－

柴
崎
亮
示（
建

設
課
主
査
）◆
主
査

－

蛯
名
真
一（
町

民
課
主
査
）
◆
主
事
補
〔
新
採
用
〕

－

北
谷
慎
一
郎

◎
農
林
水
産
課

◆
課
長

－

荒
木
勝
（
水
道
課
課
長
）

◆
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

尾
形
繭
豪

（
農
林
水
産
課
主
幹
）
◆
総
括
主
幹

〔
昇
格
〕

－

乙
供
信
博
（
農
林
水
産

課
主
幹
）
◆
主
事
〔
新
採
用
〕

－

鎌

本
大
輔

◎
税
務
課

◆
課
長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

蛯
澤
博
幸

（
建
設
課
総
括
主
幹
）
◆
総
括
主
幹

－

立
崎
き
み
子
（
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
総
括
主
幹
）
◆
総
括

主
幹
〔
昇
格
〕

－

島
川
達
哉
（
税
務

課
主
幹
）

◎
町
民
課

◆
町
民
課

－

町
屋
好
子
（
学
務
課
総

括
主
幹
）
◆
総
括
主
幹

－

蛯
名
ま
き

子
（
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
総
括
主
幹
）
◆
主
査

－

吹
越
裕

司
（
学
務
課
主
査
）
◆
主
事
〔
新
採

用
〕

－

和
田
淳
史

◎
福
祉
課

◆
課
長
〔
昇
任
〕

－

蛯
沢
邦
博
（
福

祉
課
副
参
事
）
◆
副
参
事
〔
昇
格
〕

－

和
田
勝
彦
（
図
書
館
館
長
補
佐
）

◆
副
参
事〔
昇
格
〕

－

沼
村
正
幸（
福

祉
課
課
長
補
佐
）
◆
総
括
主
幹

－

瀬

川
司
（
財
政
課
総
括
主
幹
）
◆
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
総
括
保
健
師

－

大
久
保
恵
子
（
保
健
衛
生
課
総
括
保

健
師
）
◆
主
任
主
査
〔
昇
格
〕

－

大

杉
樹
（
福
祉
課
主
査
）
◆
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
事
〔
新
採
用
〕

－
赤
羽
蕗
子

◎
保
健
衛
生
課

◆
副
参
事
兼
所
長
〔
昇
格
〕

－

坂
本

修
（
保
健
衛
生
課
課
長
補
佐
）
◆
課

長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

乙
供
俊
彦
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹
）
◆
総
括

保
健
師

－

附
田
留
美
子
（
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
総
括
保
健

師
）
◆
総
括
栄
養
士
〔
昇
格
〕

－

小

沼
奈
緒
美
（
保
健
衛
生
課
主
任
栄
養

士
）
◆
主
事〔
新
採
用
〕－

中
村
勇
斗

◎
商
工
観
光
課

◆
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

濱
中
亮

徳
（
商
工
観
光
課
課
長
）
◆
副
参
事

〔
昇
格
〕

－

楢
崎
秀
俊
（
建
設
課
課

長
補
佐
）
◆
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

金
沢
明
子（
商
工
観
光
課
主
任
主
査
）

◆
主
事
〔
新
採
用
〕

－

瀬
川
博
美

◎
下
水
道
課

◆
課
長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

向
井
光
夫

（
下
水
道
課
総
括
主
幹
）
◆
主
事
〔
新

採
用
〕

－

杉
山
直
人

◎
東
北
支
所

◆
参
事
兼
支
所
長
〔
昇
格
〕

－

沼
田

栄
之
進
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

◎
会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
参
事
〔
昇
格
〕

－

羽
立
輝
喜
（
会
計
課
課
長
）

◎
水
道
課

◆
課
長
〔
昇
任
〕

－

蛯
沢
和
夫
（
下

水
道
課
副
参
事
）
◆
主
事
〔
新
採
用
〕

－

西
濵
大
祐

◎
議
会
事
務
局

◆
事
務
局
長

－

竹
内
稔
（
福
祉
課
課

長
）◆
総
括
主
幹

－

蛯
名
美
弥
子（
総

務
課
総
括
主
幹
）

◎
農
業
委
員
会

◆
事
務
局
長
〔
昇
任
〕

－

江
刺
家
邦

彦
（
財
政
課
副
参
事
兼
工
事
検
査
室

長
）
◆
次
長
〔
昇
任
〕

－

甲
田
京
子

（
農
業
委
員
会
総
括
主
幹
）

◎
選
挙
管
理
委
員
会

◆
事
務
局
長
〔
昇
任
〕

－

附
田
桂
一

（
税
務
課
副
参
事
）

◎
学
務
課

◆
課
長
〔
昇
任
〕

－

高
松
克
彦
（
学

務
課
副
参
事
）
◆
課
長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

蛯
名
武
彦
（
企
画
課
総
括
主
幹
）

◆
主
任
主
査〔
昇
格
〕

－

町
俊
博（
学

務
課
主
査
）◆
主
査

－

漆
戸
和
哉（
農

林
水
産
課
主
査
）
◆
主
事
補
〔
新
採

用
〕

－

向
井
真
奈
美
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◎
社
会
教
育
課

◆
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

竹
内
俊

彦
（
社
会
教
育
課
課
長
）
◆
課
長
補

佐
〔
昇
任
〕

－

河
島
徳
悦
（
社
会
教

育
課
総
括
主
幹
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

◆
総
括
主
幹

－

古
屋
敷
健
一
（
税
務

課
総
括
主
幹
）
◆
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

松
尾
雅
樹
（
商
工
観
光
課
主
幹
）

◎
中
央
公
民
館

◆
参
事
兼
館
長
〔
昇
格
〕

－

蛯
名
一

弘
（
中
央
公
民
館
館
長
）
◆
副
参
事

〔
昇
格
〕

－

佐
々
木
勝
雄
（
町
民
課

課
長
補
佐
）

◎
図
書
館

◆
館
長
補
佐

－

沼
山
政
広
（
保
健
衛

生
課
課
長
補
佐
）

◆
吹
越
秀
人
（
東
北
支
所
参
事
兼
支

所
長
）
◆
市
川
正
統
（
商
工
観
光
課

副
参
事
）
◆
蛯
名
と
み
子
（
保
健
衛

生
課
総
括
主
幹
）◆
町
屋
美
佐
夫（
学

務
課
参
事
兼
課
長
）◆
蛯
名
善
治（
選

挙
管
理
委
員
会
参
事
兼
事
務
局
長
）

◆
新
山
賢
一
（
議
会
事
務
局
参
事
兼

事
務
局
長
）
◆
中
村
雅
樹
（
企
画
課

参
事
兼
課
長
）
◆
乙
﨑
啓
子
（
町
民

課
総
括
主
幹
）
◆
藤
森
梢
（
保
健
衛

生
課
保
健
師
）

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

４月に新しく採用されたフレッシュな顔ぶれを紹介します

町民への心遣いを忘れ
ず、皆さんに信頼される
職員を目指します。

福祉課　赤
あか

羽
ばね

蕗
ふき

子
こ

町民の役に立てるよう、
笑顔を忘れず、誠心誠意
頑張ります。

企画課　柿
かき

﨑
ざき

裕
ゆう

介
すけ

実家での畜産の経験を生
かし、町民のために一生
懸命頑張ります。

農林水産課　鎌
かま

本
もと

大
だい

輔
すけ

国民年金を担当します。
明るく元気に、笑顔の対
応を心掛けます。

町民課　和
わ

田
だ

淳
あつ

史
し

小川原湖交流センターに
勤務します。ぜひ一度足
を運んでください。

商工観光課　瀬
せ

川
がわ

博
ひろ

美
み

早く仕事を覚えて、少し
でも町の発展に貢献でき
るよう頑張ります。

下水道課　杉
すぎ

山
やま

直
なお

人
と

仕事は楽しく、やりがい
を感じます。地域貢献で
きるよう頑張ります。

水道課　西
にし

濵
はま

大
だい

祐
すけ

学んできたパソコンの知
識を生かし、町民のため
に精一杯頑張ります。

企画課　小
お

笠
がさ

原
わら

孝
こうじゅん

潤

明るい対応を心掛け、親
しみやすく頼りになる職
員を目指します。

総務課　沼
ぬま

山
やま

実
み

鈴
すず

初めてのことだらけで学
ぶことがたくさん。早く
仕事を覚えたいです。

建設課　北
きた

谷
や

慎
しんいちろう

一郎

子供たちが元気に学校生
活を送れるよう、一生懸
命頑張ります。

学務課　向
むか

井
い

真
ま な み

奈美

公務員としての自覚と責
任を持ち、フレッシュに
元気よく頑張ります。

保健衛生課　中
なかむら

村勇
ゆう

斗
と
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桜まつり

サッカースポーツ少年団メンバー募集中
　町サッカースポーツ少年団では、メンバーを募集中です。
　子どもも親も指導者も一緒になってサッカーを楽しんでいる元気なクラブで、「ＧＬＡＮＺ
東北ＦＣ」として各種大会にも出場しています。
　サッカーに興味がある方、サッカーで体を鍛えたいという方は、みんなで心地よい汗を流し
ましょう。
　なお、毎週月曜日に練習の見学会を行っていますので、お気軽にお越しください。

●募集対象者…町内在住の小・中学生
●練習見学会…毎週月曜日　午後７時～午後９時
　　　　　　　ふれあいドーム上北
　　　　　　　　（保護者同伴でお越しください。）
●問　合　せ…町サッカースポーツ少年団
　　　　　　　事務局 漆畑（役場 水道課内）
　　　　　　　℡ 0176-56-3111または
　　　　　　　℡ 0175-63-2111（内線383）

桜まつり

４月24日(日)、５月１日(日)　
町民運動場（旭町）　

野球シーズン幕開け！

観桜野球大会

●問合せ…役場 商工観光課　℡ 0176-56-3111 または℡ 0175-63-2111

５月５日(祝)
午前10時
小川原湖公園湖水浴場
　参加料／無料（魚採取は小学生以下）

　試食会／１人200円

地引網漁体験

受付時間／午前４時
競技時間／午前５時～午前11時
参 加 料／大人（高校生以上）2,000円
　　　　　ジュニア（中学生以下）1,000円

花切川へら鮒釣り全国大会
５月３日(祝)

４月29日(祝)
午前８時30分

小川原湖公園キャンプ場

中部上北観桜
グラウンドゴルフ
交歓交流大会

期　日／４月29日(祝)
　　　　　～５月５日(祝)
主会場／小川原湖公園
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４月から
「障害年金加算改善法」

が施行されます
　これまでは障害年金を受け
る権利が発生した当時に、受
給権者によって生計を維持し
ている配偶者や子供がいる場
合で、障害等級が１級または
２級に該当する方に加算を
行っていましたが、平成23年
４月施行の「国民年金法等の
一部を改正する法律」により、
障害年金を受ける権利が発生
した後に、生計を維持するこ
とになった配偶者や子供がい
る場合にも、届出によって加
算を行うことになります。
◆平成23年３月までは…

　受給権発生時、既に生計を
維持する配偶者や子供を有し
ている場合には、受給権発生
時（生計維持関係を確認）か
ら加算の対象となります。
◆平成23年４月からは加算の

範囲が拡大されます

　平成23年４月１日以前、受
給権発生後に生計を維持する
配偶者や子供を有している場
合には、法施行時（３月31日
における生計維持関係を確
認）から加算の対象となりま
す。
　４月１日以降、受給権発生
後に生計を維持する配偶者や
お子さんを有することとなっ
た場合は、その事実が発生し
た時点（婚姻、出生等の事実
が発生した日における生計維
持関係を確認します）から加
算の対象となります。

障害基礎年金の子加算
運用の見直しと

児童扶養手当との関係
　障害基礎年金の子加算の範
囲が拡大されることで、併せ
て障害基礎年金の子加算の運
用についても見直しが行われ
ます。
　児童扶養手当は、子供が障
害基礎年金の子加算の対象で
ある場合は支給されませんが、
平成23年４月以降は、児童扶
養手当額が障害基礎年金の子
加算額を上回る場合において
は、年金受給権者と子供との
間に生計維持関係がないもの
として取り扱い、子加算の対
象としないことにより児童扶
養手当を受給することが可能
となります。
◆児童扶養手当と障害基礎年

金の子加算の間で受給変更

ができる場合

　両親の一方が児童扶養手当
方施行令で定める障害（国民
年金または厚生年金法１級相
当）の状態であることで、配
偶者に支給される児童扶養手
当と障害基礎年金の子加算で
受給変更が可能となります。
◆児童扶養手当と障害基礎年

金の子加算の間で受給変更

ができない場合

　母子世帯や父子世帯の方は、
児童扶養手当と障害基礎年金
の子加算で受給変更ができま
せん。

◆問合せ

▽青森年金事務所
　℡017-734-7490（代表）
▽役場 町民課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111

☆ハガキに住所・氏名・年齢・

電話番号と答えを書いて送って

ください。応募の際、広報など

についてのご意見もお待ちして

おります。

☆応募先－〒039－2492

　東北町上北南四丁目32－484

　役場企画課「クイズに挑戦」係

☆応募締切－５月６日(金)

　平成22年度教育委員会表

彰授与式で、受賞者を代表して

お礼の言葉を述べた人は誰？

（ヒントＰ５）

　第41回手踊名人決定戦

で手踊名人位に輝いた人は誰？

　　　　　　　　（ヒントＰ８）

　小川原小児童が制作した

シジミアートの題名は？

　　　　（ヒントＰ11）

３月号の答え

①雪中田植え

②う～ＷＡＮＯ

③旭町

３月号当選者

○蛯名　葉澄さん

○久保田淑恵さん

○千葉むつ子さん

○和田　洋子さん

○中野ひなたさん
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高瀬川河川事務所
河川愛護モニター募集
◆活動内容

　高瀬川や小川原湖に関する
情報提供や異常を発見した場
合の通報など
◆活動地域

　高瀬川河口から小川原湖周
辺の中で日常的に接する地域
◆応募資格…河川愛護に関心
を持ち、高瀬川や小川原湖の
近隣に居住する20歳以上の方
◆手当て…月額4,500円程度
◆委嘱期間

　７月１日～来年６月30日
◆申込方法…５月６日（金）
までに履歴書および「自分と
小川原湖の関わり」について
簡単に書いたものを送付
◆申込み・問合せ

　国土交通省　高瀬川河川
　事務所　用地課
　℡0178-28-7135

県税口座振替の
申し込み受付中

　県では、県税の口座振替の
申し込みを受け付けています。
　県税の納税は、安全・確実
な口座振替をご利用ください。
◆口座振替を利用できる県税

▽個人事業税…８月・11月納
期分（定期賦課分）

▽自動車税…６月納期分（定
期賦課分）

▽法人県民税、法人事業税な
ど…中間申告、確定申告分

▽軽油引取税…特別徴収義務
者の申告分（徴収猶予分を
除く）

◆振替日

▽個人事業税、自動車税…納
期限の日

▽法人県民税・法人事業税な
ど、軽油引取税…申告期限
の翌月25日

◆申込期限

▽個人事業税…８月中旬
▽自動車税…４月30日
▽法人県民税・法人事業税な

ど、軽油引取税…申告期限
日

◆申込方法

　納税者本人の通帳と預金届
出印を持参の上、申込用紙（取
扱金融機関や各地域県民局県
税部の窓口に備え付けてあり
ます）で、最寄りの取扱金融
機関または各地域県民局県税
部にお申し込みください。
◆問合せ…上北地域県民局
　県税部 納税管理課
　℡0176-22-8111

個人住民税などの
徴税体制を強化します
　上北地域県民局と管内市町
村は「地方税徴収確保推進宣
言」に基づき、地方税の徴収
確保対策を推進しています。
　上北地域県民局県税部では、
市町村から住民税の滞納者に
係る徴収権を一部引継ぎ、差
し押さえなどの滞納処分を執
行しています。
　また、県税部と市町村が共
同して催告や滞納整理を行う
など、地方税の徴収確保に全
力で取り組んでいます。
◆問合せ…上北地域県民局
　県税部 納税管理課
　℡0176-23-4241

◇時間…10時～正午
◇場所…東北町役場
　　　　本庁舎２階休養室

５月２日

～人権、行政相談～

　町外の会場も利用できま

すので、お気軽にご相談く

ださい。

◆問合せ…役場福祉課
　　　　　℡ 0176-56-3111
　　　　　℡ 0175-63-2111

◇時間…10時～正午
◇場所…コミュニティ
　　　　センター未来館

４月18日

◇時間…９時～正午
◇場所…七戸町役場
　　　　本庁舎・分庁舎

５月11日

公立松風荘看護師募集
◆応募資格…既に正・準看

護師の資格を有する方
◆応募方法…履歴書および

正・準看護師免許証の写
しを提出

◆応募締切…随時
◆募集人員…３人程度
◆採用日…面談の上決定
◆申込み・問合せ

　中部上北広域事業組合
　事務局 庶務課
　℡ 0176-62-5151
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公立七戸病院の眼科
５月６日休診

　公立七戸病院の眼科は、５
月６日（金）休診となります。
◆問合せ…公立七戸病院
　℡0176-62-2105

小川原湖青年の家
友情のつどい

◆期日…５月14日（土）
　　　～15日（日）１泊２日
◆場所…小川原湖青年の家、

三沢航空科学館
◆対象…小学生
◆参加料…2,000円
◆内容…レクリエーション、

科学実験、創作体験活動
◆申込締切…５月５日（木）
◆申込み・問合せ

　公立小川原湖青年の家
　℡0176-56-2393

山火事を防止しましょう
　野山が乾燥して山火事が発
生しやすい季節となりました。
　県では４月10日から６月10
日までを「山火事防止運動強
調期間」と定め、パレードな
どによって山火事防止を呼び
掛けています。
　お互いに注意し合って山火
事を防止し、大切な森林を未
来へ引き継ぎましょう。
◆問合せ

　県農林水産部林政課
　℡017-734-9505

電話帳を
配達・回収します
　ＮＴＴ東日本青森支店では、
４月中に順次、新しい電話帳
を各家庭へお届けしますので、
現在お使いの電話帳は配達員
へお渡しください。
　不在などで配達員に古い電
話帳を渡せなかった場合は、
タウンページセンタへご連絡
ください。
◆問合せ

　タウンページセンタ
　℡0120-506-309

三沢航空科学館
「零戦がやってきた」

　映画で使用した零戦の実寸
大機を展示します。
　小川原湖から引き揚げられ
た本物のプロペラと左脚部の
展示も行います。
◆期間…10月30日（日）まで
◆時間…午前９時30分～午後

４時（エンジン始動とプロ
ペラ回転展示は土・日曜日、
祝日の午後２時）

◆問合せ

　県立三沢航空科学館
　℡0176-50-7777

子どもを交通事故から
守りましょう

◆「飛び出し」の防止をしっ

かり指導しましょう

　子供は一つのことに注意が
向くと、周囲のことは目に入
りません。
◆「しっかり」見ることの意

味や大切さを子供の目の高

さで指導しましょう

　子供に見える道路の様子は
大人とは違います。
◆通学路を実際に見て確認し

安全な横断の仕方を指導し

ましょう

　子供は自分の位置と危険の
関係の認識が未熟で直感的、
感覚的に行動します。
◆信号が青でも右左折車が来

ることを理解させ常に左右

の安全を確認するよう指導

しましょう

　子供は「青信号は安全」と
思い込む傾向にあります。
◆注意するときの「声掛け」

は具体的に分かりやすくし

ましょう

　子供は抽象的な言葉だけで
は危険を理解することができ
ません。
◆問合せ…七戸警察署
　℡0176-62-3101

今月の

と　き：４月16日(土)

　　　　　　午後２時～

ところ：町立図書館

　　　　乙供分室

　　　　（中央公民館内）

問合せ：町立図書館

　　　　℡0176-56-2261

おはなし会

　地上デジタル11チャンネ

ルの「東北町テレビ」は、た

だ今放送準備中です。

　本放送開始まで、しばらく

お待ちください。

問合せ：役場 企画課

　　　　℡0176-56-3111

東北町テレビ
ただ今試験放送中
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書　　名 著者名など 書　　名 著者名など

蛇と月と蛙 田口ランディ 子子家庭の身代金 赤川　次郎

うからはらから 阿川　佐和子 無花果の実のなるころに 西條　奈加

冥府小町 澤田　ふじ子 Ｑ　わたしの思考探求①
ＮＨＫ「Ｑ」

制作班

園児がよろこぶごちそうべ

んとう
辰巳出版

ホットケーキミックスで作

るケークサレとおかずパン
大庭　英子

ネクタイのリメイク小物
パッチワーク

通信社
など40冊（２/24～３/23の新着案内本）

東北町立図書館から 新着図書 のお知らせ

□一般図書

□児童図書＆絵本

開館時間

休 館 日

書　　　　名 作者名など

ふしぎの図鑑 白數　哲久

シップ船長とチャンピオンくん かどの　えいこ

ほんなんてだいきらい マイケル・エンバリー

など44冊（２/24～３/23の新着案内本）

◆東北町立図書館　午前９時15分～午後６時　[℡0176-56-2261]
◆東北町立図書館乙供分室（中央公民館図書室）
　月・水・金（午前10時～午後６時）　木・土・日（午前９時15分～午後５時）
　[℡0175-63-2741]

火曜日、祝祭日、蔵書点検、年末年始
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子
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湖
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嫗
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り
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平成23年２月届出分

■町の人口《２月分》

■町の交通事故《２月》

■町の火災《２月》

■救急車出動件数《２月》

〔　〕は、昨年同期との比較増減。

 ※（　）内は１月からの累計

　男…… 9,533人〔△ 70人〕

　女……10,264人〔△ 46人〕

　計……19,797人〔△116人〕

世帯数… 7,105戸〔　 54戸〕

出　生  …… 4人（　 19人）

死　亡  ……20人（　 47人）

転　入  ……27人（　 65人）

転　出  ……20人（　 57人）

（　）内は１月からの累計

人身事故…… 　7件（ 　19件）

負 傷 者…… 　7人（ 　22人）

死　　亡…… 　0人（　　0人）

（　）内は１月からの累計

建　　物…… 1件（　　2件）

林　　野…… 0件（　　0件）

車　　両…… 0件（　　0件）

そ の 他…… 0件（　　1件）

（　）内は１月からの累計

　　　　　　46件（　 99件）

甲　地　琥
く

　羽
う

（旭　町・俊　文）

　林　　来
ら

魅
み

琉
る

（新　町・邦　彦）

乙　供　栄
え

俐
り

愛
な

（南　町・孝　泰）

岩清水　惺
せい

　那
な

（石　坂・大　介）

内　山　よしの　83（栄　町）

竹　内　リ　ツ　93（菩提寺）

蛯　名　義　雄　76（旭　町）

蛯　名　德　要　83（上　野）

藤　田　 　彦　68（千　曳）

澤　田　 　藏　87（豊　畑）

下　田　由次郎　81（乙供本町）

岡　山　春　松　84（漆　玉）

中　村　しずえ　58（内蛯沢）

洞　内　和　子　59（横　沢）

沼　山　助十郎　84（蓼　内）

下　浅　ゆ　き　63（乙供栄町）

蛯　澤　 　也　52（北　栄）

大　池　将　爾　82（乙供本町）

吹　越　きくよ　91（甲　地）

木　村　勇次郎　88（大　池）

髙　橋　　清　　86（舘　花）

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日

本
大
震
災
。
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
宮
城
県
南
三
陸
町
の
町
長
の
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
▼
災
害

間
も
な
い
避
難
所
に
て
「
今
、
何

を
一
番
望
む
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
、
涙
な
が
ら
に
「
地
震
前
の

南
三
陸
町
」
と
答
え
て
い
た
▼
停

電
な
ど
の
被
害
は
あ
っ
た
も
の

の
、
私
た
ち
は
一
週
間
ほ
ど
で

“
地
震
前
の
東
北
町
”
に
戻
る
こ

と
が
で
き
た
▼
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

れ
ば
明
か
り
が
つ
き
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
水
が
出
る
。
温
か
い
風
呂
に

入
り
布
団
の
上
で
眠
る
。
家
族
や

知
人
に
囲
ま
れ
て
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
す
…
。
普
通
の
生
活
が

な
ん
と
ぜ
い
た
く
な
こ
と
か
▼
人

は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。

私
た
ち
は
多
く
の
人
の
支
え
に
よ

り
生
か
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
震

災
で
学
ん
だ
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。　
　
　

 

（
雅
）

　 蛯　名　博　文（旭　　町）
　　和　田　麻　未（上　　野）

　 工　藤　優　太（表　　町）
　　須　藤　　圭　（表　　町）

　 甲　地　優　志（巴　　蘭）
　　新　山　智　史（新　　山）

　　成　田　義　徳（北　　栄）
　　漆　舘　葉　子（十和田市）

♥（
♥（

♥（
♥（
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三男〔１歳〕崇
しゅうせい

晟くん

外蛯沢 旭　町

パパ　向　井　徳　敦　さん

ママ　　　　　留美子　さん

　お兄ちゃんたちにかわいがられなが
ら鍛えられています。
　ずーっと笑顔を忘れないでネ。

　真弥の笑顔で何でも頑張ることができま
す。
　生まれてきてくれてありがとう。

パパ　沼　村　伸　也　さん

ママ　　　　　幹　子　さん

400 体のひな人形が来場者をお出迎え

長女〔１歳〕真
ま

弥
や

ちゃん

優
雅
な
雰
囲
気
で
お
も
て
な
し

春
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
着
物
で
お
点
前
を
披
露

優雅に来場者をおもてなし
表千家茶道教室ひなまつりお茶会

　表千家茶道教室（蛯名ナミヱ代表）は２月27日、さくら
温泉で「ひなまつりお茶会」を開き、入浴客を優雅な雰囲
気でもてなしました。
　お茶会は、普段休憩用に使用している和室を活用。茶道
教室の会員が持ち寄ったひな人形400体を、会場を囲むよう
に展示しました。
　入浴客は、きらびやかなひな壇に囲まれながら抹茶や桜
餅を味わい、春の雰囲気に浸っていました。


